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法法法法律律律律・・・・生生生生活活活活相相相相談談談談ななななどどどど
お気軽にお立ち寄り下さい

「あ
な
た
の
生
活
、
私
た
ち

の
生
活
、
市
議
会
で
は
〇

〇
市
の
い
ま
と
未
来
の
た

め
に
大
事
な
決
定
を
し
て

い
ま
す
」「税
金
の
使
い
道

を
決
め
て
い
る
の
も
市
議
会
で
す
」

「で
も
、
あ
な
た
の
目
に
映
る
市
議

会
と
市
議
会
議
員
の
活
動
に
不

満
を
抱
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」

▼
こ
ん
な
呼
び
か
け
で
議
会
改
革

を
し
た
市
が
あ
り
ま
の
す
。
〇
〇
市

と
は
お
隣
の
多
摩
市
の
こ
と
で
す
。

「出
前
議
会
」と
い
っ
て
市
民
の
と

こ
ろ
ま
で
議
員
が
出
向
い
て
意
見

を
聴
取
。
つ
い
先
月
の
こ
と
、
議
会

の
憲
法
と
い
う
べ
き
「条
例
」を
制

定
し
ま
し
た
▼
「議
会
は
、
市
民
か

ら
の
請
願
及
び
陳
情
を
政
策
提
案

と
受
け
止
め
、
適
切
、
誠
実
に
審

議
ま
た
は
審
査
す
る
（多
摩
市
条

例
）」。
市
長
選
、
市
議
選
で
は
争

点
か
ら
隠
し
「当
選
し
た
の
だ
か
ら

民
意
は
聞
い
て
い
る
」「た
か
だ
か
25

億
円
の
問
題
」と
言
い
ぬ
け
、
市
民

の
陳
情
を
葬
る
ど
こ
ぞ
や
の
議
会

と
は
大
違
い
で
す
▼
裏
切
り
鳩
さ

ん
に
は
ガ
ッ
カ
リ
で
す
が
、
国
民
の

意
思
で
政
治
は
動
き
ま
し
た
。
古

い
殻
を
脱
ぎ
捨
て
る
改
革
の
波
は
、

地
方
政
治
に
も
及
ん
で
い
ま
す
。

議
論
も
ほ
と
ん
ど
な
く
、
市
長
提

案
に
た
だ
手
を
上
げ
る
光
景
を
見

せ
ら
れ
、
私
た
ち
の
日
野
市
に
は
、

議
会
改
革
と
い
う
大
き
な
宿
題
が

あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
（Ｋ
）

「ふれあいホール」建設の是非は『住民投票』で

民主・自民・公明・社民・ネットが拒否

３
月
市
議
会
に
提
出
さ
れ
た

「
市
民
の
森
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

建
設
に
つ
い
て
の
住
民
投
票
を

求
め
る
陳
情
」
は
、
３
月
31
日

の
本
会
議
で
日
本
共
産
党
の
み

の
賛
成
、
民
主
・
自
民
・
公
明
・

社
民
・
生
活
者
ネ
ッ
ト
の
議
員

全
員
が
反
対
し
「
不
採
択
」
と

な
り
ま
し
た
。

こ
の
陳
情
は
、
市
財
政
に
も

市
民
の
た
め
の
施
策
に
も
影
響

を
与
え
か
ね
な
い
重
大
な
問
題

で
あ
り
「
住
民
投
票
で
市
民
の

信
を
問
う
べ
き
だ
」
と
の
思
い

を
共
有
し
た
市
民
有
志
が
、
住

民
投
票
条
例
の
制
定
を
求
め
て

行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

限
ら
れ
た
期
間
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
２
２
７
０
筆
の
賛

同
署
名
が
集
ま
り
、
駅
頭
な
ど

の
街
頭
署
名
行
動
で
は
、
市
民

同
士
の
話
し
合
い
の
光
景
な
ど

も
見
ら
れ
ま
し
た
。

31
日
の
本
会
議
は
、
駆
け
つ

け
た
市
民
で
席
が
埋
ま
り
ま
し

た
が
、
与
党
議
員
は
反
対
理
由

さ
え
語
ら
ず
じ
ま
い
で
、
市
長

提
案
に
手
を
挙
げ
る
状
況
に
終

始
し
ま
し
た
。

「「「「
住住住住
民民民民
のののの
声声声声
でででで
決決決決
めめめめ
るるるる
」」」」
にににに

なななな
ぜぜぜぜ
背背背背
をををを
向向向向
けけけけ
るるるる

「
住
民
の
声
を
聞
い
た
う
え
で
決
め
て
ほ
し
い
」

至
極
当
然
な
願
い
に
ど
う
し
て
背
を
向
け
る
の
か
。

今
回
の
市
民
の
方
々
の
行
動
に
、
は
か
ら
ず
も
な
れ

あ
い
議
会
の
究
極
の
姿
が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
立
場
は
市
民
と
の
矛
盾
を
深

め
る
だ
け
で
す
。
国
民
の
声
で
政
治
が
動
き
出
し
た

こ
の
時
代
に
、
決
し
て
続
け
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
続
け
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。

皆
さ
ん
。
夜
明
け
前
の
闇
に
過
ぎ
な
い
古
い
議
会

の
体
質
を
終
焉
さ
せ
る
た
め
に
、
市
民
の
声
で
市
政

が
動
く
新
し
い
議
会
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
、
更
に

運
動
を
す
す
め
ま
し
ょ
う
。

中中中中
野野野野
ああああ
きききき
とととと

300億円

290

280

270

260

250

日野市の市税収入の推移

市税収の落ち込み２年間で28億円

2010年度予算の市税収入は273億円、これは馬場市長が「第一次

非常事態宣言」を行った1999年度の276億円を下回る深刻さです。

当時に比べより問題なのは、自公政権による「三位一体改革」で、

地方財政セーフティネットともいえる地方交付税制度が縮小・劣

化していることです。1999年当時は、税収の落ち込みをカバーす

る形で地方交付税が出されました。しかしいまは、一銭も出ない

状況です。

共産党市議団は予算委員会で「憲法と地方自治法の原点に立ち

返り、不要不急の経費の削減し子育てや介護の充実をはかること、

公共事業の生活密着型への転換、地方財源の補償を国に要求する」

ことなどを主張しました。

08年度301

07年度294 09年度287

10年度273

短信



《10年5月の無料法律相談》

市役所６階 共産党控室 午後１時～３時

5月 13日（木）

※予約が必要ですので、お申し込み下さい。

中野事務所 TEL042-599-3350

市
税
収
の
落
ち
込
む
中
で
市

民
の
森
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
建
設

を
進
め
て
も
、
福
祉
・
く
ら
し

へ
の
影
響
は
な
い
と
、
市
議
選

で
宣
伝
し
て
い
た
人
た
ち
が
い

ま
し
た
が
、
さ
っ
そ
く
福
祉
・

く
ら
し
の
削
減
が
続
出
し
て
い

ま
す
。

生生生生
活活活活
保保保保
護護護護
受受受受
給給給給
者者者者
へへへへ
のののの
理理理理
容容容容
・・・・

美美美美
容容容容
利利利利
用用用用
券券券券
をををを
廃廃廃廃
止止止止
、、、、
ねねねね
たたたた
きききき

りりりり
高高高高
齢齢齢齢
者者者者
にににに
限限限限
定定定定

「
理
容
・
美
容
利
用
券
」
を
廃

止
し
、
ね
た
き
り
高
齢
者
へ
の

理
容
・
美
容
利
用
券
に
限
定
す

る
内
容
の
条
例
が
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

現
在
、
一
般
高
齢
者
へ
の
理

容
・
美
容
利
用
券
は
、
４
月
１

日
現
在
70
歳
以
上
で
生
活
保
護

受
給
者
お
よ
び
世
帯
全
員
が
非

課
税
の
方
に
対
し
て
、
理
容
券

は
年
３
回
分
、
美
容
券
は
年
１

回
分
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
平

成
２
０
年
度
の
利
用
実
績
は
理

容
券
が
２
４
１
４
枚
、
美
容
券

が
５
１
６
２
枚
で
す
。

予
算
の
削
減
額
は
年
間
約
１

５
０
０
万
円
で
す
。
馬
場
市
長

は
「
真
に
行
政
の
支
え
を
必
要

と
し
て
い
る
『
社
会
的
弱
者
』

に
対
す
る
施
策
を
充
実
す
る
」

と
い
い
ま
す
が
、
今
回
、
理
容
・

美
容
利
用
券
を
取
り
上
げ
ら
れ

る
方
々
は
、
生
活
保
護
受
給
者

や
、
世
帯
全
員
非
課
税
と
い
う

所
得
の
低
い
方
々
で
、
ま
さ
に

「
社
会
的
弱
者
」
そ
の
も
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

市市市市
立立立立
病病病病
院院院院
でででで
もももも
特特特特
別別別別
室室室室
料料料料
・・・・

診診診診
断断断断
書書書書
・・・・
駐駐駐駐
車車車車
場場場場
なななな
どどどど
値値値値
上上上上
げげげげ

市
立
病
院
の
特
別
室
料
、
非

紹
介
患
者
初
診
加
算
料
、
駐
車

場
使
用
料
、
診
断
書
な
ど
の
値

上
げ
を
７
月
１
日
か
ら
実
施
す

る
内
容
の
「
市
立
病
院
使
用
条

例
の
一
部
改
正
」
案
が
可
決
さ

れ
、
市
民
の
負
担
が
増
え
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
下
表
参
照
。

や
っ
ぱ
り
！

く
ら
し
・
福
祉
へ
の
し
わ
寄
せ
続
出

南平駅のバリアフリー化については、平成２２年度末まで

に、駅舎の橋上化によるバリアフリー化を行うために京王電

鉄と協議を行っています。

また、駅舎の橋上化に伴う駅周辺道路整備についても、京

王電鉄及び駅周辺の土地所有者と協議を行っています。

これらを調整した後に、駅周辺整備について、地元協議会

を立ち上げ、ユニバーサルデザインを取り入れたまちづくり

の計画を市民参画で策定していきたいと考えています。

都都都都市市市市計計計計画画画画課課課課

市市市市立立立立病病病病院院院院使使使使用用用用条条条条例例例例改改改改正正正正 現行 改正

特別室料
1人室（Ａ）1日12,000円

（Ｂ）1日10,000円

1人室（Ａ）1日14,500円

（Ｂ）1日12,000円

2人室1人１日3,000円 2人室1床１日3,500円

非紹介患者初診料加算 1回1,100円 1回1,500円

駐車場使用料

30分以上2時間以内は100円、2時間を

超えるものにつき1時間ごとに100円を

加算した額

30分以上2時間以内は200円、2時間を

超えるものにつき1時間ごとに100円を

加算した額

診断書・検案書・証明書 1通1,000円 1通2,000円

【【【【南南南南平平平平駅駅駅駅周周周周辺辺辺辺ののののババババリリリリアアアアフフフフリリリリーーーー化化化化をををを求求求求めめめめるるるる陳陳陳陳情情情情】】】】

昨年１２月に市議会で全会一致で採択された「南平駅及び

駅周辺のバリアフリー化を求める陳情」に対する日野市のそ

の後の取り組みが書面で報告されました。

【【【【区区区区画画画画整整整整理理理理懇懇懇懇談談談談会会会会開開開開かかかかれれれれるるるる】】】】

中野あきと市議を助言者とする区画整理懇談会

が、東・西平山地域では３月２１日に、豊田地

域では４月３日に開催されました。「再築と曳

屋何の基準は何？その時の補償はどうなる？」

など基本を中心に話し合われました。

【【【【平平平平山山山山６６６６丁丁丁丁目目目目生生生生ココココンンンン工工工工場場場場移移移移転転転転ななななどどどどのののの陳陳陳陳情情情情】】】】

平山６丁目の生コン工場により住民は２０年にわたって、

騒音やダンプの往来に悩まされている深刻な状況があり、そ

の改善（移転など）を求める陳情をおこないました。

陳情は継続審議となりました。

南
平
駅
で
宣
伝
す
る
中
野
市
議


